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１）はじめに

近年ロボット手術や遠隔手術の技術開発は目覚

しく、世界中でロボット手術の臨床導入が既に始

まっています。

九州大学では、手術支援ロボット、ダビンチ

とゼウス双方を設置し、臨床応用ならびにロボッ

ト手術の教育訓練を開始すると共に、国産の手術

支援ロボットを開発していますのでご紹介いたし

ます。

２）ロボット手術の臨床導入

　ダビンチは、臨床治験を２００２年６月に終了

し、厚生労働省から医療用具として認可されるの

を待っています。世界では昨年９月の時点で１９

６台が稼働していますが、わが国では現在九大に

唯一一台あるのみです。昨年７月からは、ロボッ

ト手術のトレーニングセミナーを国内外の外科医

を対象に開始致しました（図１）。

３）わが国の開発状況

　日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業とし

て過去 5 年間に渡り国産発の手術支援ロボット

の開発を多くの企業と産学連携体制で製品化を目

指して開発致しました。マスタースレーブ型マニ

ピュレーション方式で、従来よりも小型化を目指

し、力のフィードバック機構を有しています。本

システムの一部はすでにナビオットとして製品化

されています。また、全体のシステムとしては、

平成１４年８月８日に、この国産ロボットを操作

し、電話回線を用いて、日本初の腹腔鏡下胆嚢摘

出術の遠隔手術に成功致しました。

４）おわりに

　今後ロボットの先端技術は医療産業として急速

に発展することが予想されます（図２）。

　現実には、わが国の先端医療技術開発を促進し、

製品化を迅速に行うために、種々の規制緩和が必

要です。今後とも関係者各位の一層のご支援を賜

りますことを願っています。
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図１：ロボット手術トレーニングセンター

図２：近未来のロボット手術
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